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図書館業務とは？
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https://jinji.hiroshima-u.ac.jp/shiken/gijutukei/（2025年9月3日閲覧）



この時間でお話しすること

• 資料の整理 －分類と目録

• 近年の目録の動向

• NACSIS-CAT

• 目録業務の手順

• これからの目録
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資料の整理 －分類と目録
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資料とは？
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資料（resource）

図書館で提供する物理的形態を持つもの

現在、図書館で扱うものは物理的形態を持つものにとどまらない

=情報資源（information resources）

電子資料非印刷資料印刷資料



コレクション・グリッド
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Dempsey, Lorcan. Thinking about collections, Fiesole collection development retreat. 2007,
http://www.oclc.org/content/dam/research/presentations/dempsey/fiesole.ppt (2025年9月3日閲覧)

一般的な出版物
フリーアクセスの

ウェブ資源

特殊コレクション
稀覯書、郷土資料
アーカイブ、手稿

学位論文…

研究・学習資源

管理責任性

独
自
性

高 低

高

低



情報資源組織
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目録法

分類法

利用者が図書館で利用可能な資料を発見・識別・選択・入
手できるよう、資料に対する書誌データ、所在データ
および各種の典拠データを作成し、適切な検索手段を備え
て、データベース等として編成するもの

―日本目録規則2018年版（NCR2018）

類似のものでとりまとめたり、異なるものを他と区別したり
して体系化すること

• 書架への配架のため（書架分類）

• 情報資源（書誌データ）の主題・テーマを検索するため（書誌分類）
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書誌データ

所蔵データ

典拠データ

この資料はどこが持っている？

どんな資料？

集中機能を実現する仕組み



冊子体目録

オンライン目録
（OPAC）

カード目録
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使用する工具
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日本 海外

目録規則

日本目録規則（NCR）
1987年版

→ 2018年版

英米目録規則（AACR）
→ Resource Description and Access 

(RDA)

分類法

日本十進分類法（NDC） 
新訂１０版（2014）

デューイ十進分類法（DDC） 
第23版（2011）

米国議会図書館分類表（LCC）

件名標目表

国立国会図書館件名標目表
(NDLSH) 米国議会図書館件名標目表

(LCSH)
基本件名標目表(BSH)



近年の目録の動向
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FRBR＝書誌レコードの機能要件
Functional Requirements for Bibliographic Records
• 1990年代に国際図書館連盟(IFLA)によって作られ、1998年に報
告書が出された。概念モデル

日本語訳
http://www.ifla.org/files/assets/cataloguing/frbr/frbr-ja.pdf

３つのグループ
グループ１ 著作、表現形、体現形、個別資料
グループ２ 個人、家族、団体
グループ３ 概念、物、出来事、場所
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https://catill.bitbucket.io/KIJUN/m6_0_1.html（２０２５年９月４日閲覧）



日本目録規則2018年版
（NCR2018）
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FRBRを基盤とする 
ことによる特徴 

FRBRモデルに密着した規則構造 
典拠コントロールの位置づけ 
全著作の典拠コントロール 
関連の記録 
資料の内容的側面と物理的側面の整理 

RDAとの相互運用性の担
保に伴う特徴 

エレメントの設定（増強など） 
語彙のリスト 
意味的側面と構文的側面の分離 

その他、日本の事情等によ
る特徴 

「読み」等に関するルール 
書誌階層構造の考え方 
日本の出版状況、目録慣行を考慮 



海外の動向
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2010年 RDA
→FRBRモデルに準拠したAACR2の後継

2017年 IFLA LRM
→ FRBRモデルの統合版かつ後継

2020年 RDAの改訂
→IFLA LRMに準拠し大幅改定



NACSIS-CAT
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NACSIS-CAT

オンライン共同分担目録方式により全国規模の総合目
録データベース（図書/雑誌）を形成するためのシステム 

•目録業務の省力化 
•標準的なデータ作成 
•典拠コントロール 
•自館のデータを簡単に作成 

 
https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/catill/2023-12/about_cat.pdf
（２０２５年９月４日閲覧）
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協同分担方式

A大学

B大学

C大学

CiNii

総合目録
データベース入

力
・ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ILL

図書館目録



NACSIS-CAT
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https://contents.nii.ac.jp/catill/stats/cat/
transition_record （2025/08/28閲覧）

https://contents.nii.ac.jp/catill/stats
/cat/transition （2025/08/28閲覧）

2024年度
所蔵登録数149,970,177 参加機関数1,352
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NACSIS-CATの
データ構成

図書と雑誌に分かれ，それぞれ書誌
データセットと所蔵データセットが中心

典拠コントロールを行うための著者名
典拠及び著作典拠データセットがあり，
これらのデータセットのまとまり全体で
総合目録データベースを形成

外周には、参照データセットあり
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＜規則＞NCR2018適用細則

CATではどう記
録していく？

CATでは何を
選択する？

・目録情報の基準 第6版
・目録システムコーディングマニュアル

本則

別法 任意規定

New ２０２４年１０月開始



NCR2018適用のポイント
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・CAT2020の作業方針（軽量化・合理化）の変更はしない

・和洋資料での準拠する目録規則の統一

・２０２４年１０月３０日以前のデータへの遡及的変更は行わない

・コーディングマニュアルの章立ての変更

・FRBRモデルへの対応

・用語の変更

・つながる目録～「関連」に関するデータ要素が重視

・他の機関で作成されたデータとの互換性を高める



CAT2020のポイント

23出典：NACSIS-CAT/ILLの軽量化・合理化について（最終まとめ）



NACSIS-CATのことを勉強したい場合
はSL教材をぜひ利用しましょう
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https://contents.nii.ac.jp/hrd/product/cat/slcat



目録業務の手順
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目録業務の手順
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資料到着
NACSIS-CATで
書誌を検索

書誌なし

書誌あり

書誌作成

所蔵登録
（分類）

自館の図書館システム
へのダウンロード



新着資料を登録したら終わり？
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装備と配架

データの修正作業

その他
・遡及入力
・電子資料の登録
・システムに関すること

ラベルを貼ったり、
ブッカーをかけたり、
書架に並べたり…

レコード調整
資料の除籍に伴うデータの削除など…

データは常に最新の状態を保つことが重要！



これからの目録
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これからの学術情報システムの在り方について

https://www.nii.ac.jp/openforum/upload/20240
612_of2024_korekara_1_koyama.pdf
（2025/09/02閲覧）



30

https://www.nii.ac.jp/openforum/upload/20240612_of2024
_korekara_1_koyama.pdf （2025/09/02閲覧）
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https://www.nii.ac.jp/openforum/upload/20240
612_of2024_korekara_3_kinoshita.pdf
（2025/09/02閲覧）
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ご清聴いただき
ありがとうございました


